
IL36RN をはじめとする遺伝子
マーカーは炎症プロセスに 

関与している。GPP は 
自己炎症性疾患とされている。

IL36RN は炎症反応の伝達
経路ではない。そのため

尋常性乾癬は自己免疫疾患
であると考えられている。

GPP と尋常性乾癬
の両方に罹患する

人もいる。

すべての乾癬性疾
患は、合併症や
メンタルヘルス 

への影響を伴う。

尋常性乾癬は最も 
一般的な乾癬。

軽度の症状を伴う悪化時
には緊急処置は不要な 

ことがある。

尋常性乾癬は異なる症状が
出ることがある。

GPP は生命を脅かす
可能性があり、悪化時には

緊急処置を要する重篤な
合併症を伴う。

GPP は無菌性膿疱を発症。

GPP は希少。
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